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 １０月になり、「滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例」が完全施行されました。これにより、相談

体制の仕組みが整い、あっせんや勧告・公表等が出されるようになるなど、より実効性のある内容となりま

した。差別や偏見によって悔しい思いをする当事者・家族が減っていくことを期待します。 
 この秋も台風１９号をはじめとする豪雨災害があり、東日本の広い範囲で大きな被害がありました。被災

された方々に、改めて衷心よりお見舞い申し上げます。災害問題について、真剣に考えて取り組む必要があ

ると感じさせられました。 
  
さて、だんないの夏は転がるように去っていき、ボッチャ大会「ピースカップ」、だんないＢＢＱ、ちょこ

っとまつり、だんない祭りは、天候にも恵まれ成功裏におわりました。特に、だんない祭りでは多くのボラ

ンティアさんにご協力いただき、総勢７０名ほどの参加者がありました。パフォーマンスも婦人会さんによ

る出し物や、よし笛のグループによる演奏、シャンソン、川柳大会など、地域の方々が出演してくださいま

した。「もっと地域と もっと地域に」の年間スローガンにふさわしい１日になりました。ご協力いただいた

皆様に、あらためて感謝申し上げます。 
 ところで、７月から始まった湖北圏域で「地域で自立がしたい」という思いを持つ当事者を対象とした「地

域生活塾」も中盤から終盤にさしかかり、受講者にとって重要局面を迎えています。これまでに、「自立生活」、

「調理」、「外出」、「ピアカウンセリング」といったカリキュラムが終わり、残るは「権利」と「制度」です。

今のところ、受講者６名全員がリタイアすることなく、参加されています。このまま１２月の卒塾式まで、

みんなが元気に参加されることを期待します。そして、一人でも多くの方が自立されることを願います。 
 今月から介助者が２名増え、２０名の介助職員となりました。当事者もあわせると、２７名です。完全な

２４時間介助の体制まで、もう少しのところまで来ています。常時介助が必要な利用者の完全自立を目指し、

今後も活動を展開していきたいと思っております。介助者のありがたみを感じる今日この頃です。 
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 ６月１日 筋ジスの自立生活とは？～筋ジス病楝から自立生活へ～in 西宮商工会議所 小里・谷口 

１日～２日 はなそう・あそぼう・ともだち連絡会「合宿」in 高島 前田・頼尊 

３日 恣意的拘禁 作業部会の勧告をめぐる政府国連市民社会効果的連帯  頼尊 

 厚労省交渉in 参議院議員会館 頼尊 

４日 JDF パラレルレポート完成報告会in 衆議院第一議員会館 頼尊 

５日   仙台地裁判決を受けての緊急集会in 仙台 頼尊 

６日 第３回だんない祭り実行委員会会議in だんない  

８日 ピアカウンセリング委員会会議in だんない  

１０日 米原権利擁護会議in 米原地域福祉センターゆめホール 美濃部 

 当事者事務局会議in 長浜市役所 美濃部 

１２日～１６日 日本リハビリテーション医学会in 神戸コンベンションセンター 頼尊 

12 日 虐待防止会議in 長浜市役所 美濃部 

１３日 国療解放プロジェクト in 日本自立生活センター自立支援事業所 小里 

 職場体験事前訪問  

１４日 バリアフリー調査＆啓発in 黒壁  

 重訪講座打ち合わせ in 日常生活ネットワーク 頼尊 

 弁護団会議in 大阪 頼尊 

１５日 ぽてと役員会 美濃部   

１６日 名古屋大行進in 白川公園 谷口 

 劇団態変稽古 頼尊 

 ボッチャ大会打ち合わせ in 高月体育館 美濃部・小里 

１８日 びわ南小学校講演 美濃部・谷口・小里 

 塩田裁判 頼尊 

 障大連 連続研修会②in 天王寺区民センター 頼尊 

１９日 運営会議 in 長浜市役所 美濃部 

２０日 だんない職場説明会資料作成会議  

 JIL 関西ブロックヤング委員会会議in 京都市東山いきいき市民活動センター 谷口 

 劇団態変稽古 頼尊 

２１日～23 日 劇団態変本番 頼尊 

２２日 彦根ILP 小里 

２４日～２６日 JIL 全国セミナー 頼尊 

２４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会ｉｎ長浜市役所 美濃部 

２５日 だんない職場説明会資料作成会議  

２６日 スイートハート訪問  

 中田裁判  

２７日 重介護・医療ケア検討事務局会議（防災）in えがお 小里 

 重症心身障害者通所施設 えがお ピアカウンセリング公開講座 美濃部 小里 谷口 

２８日 滋賀県障害者差別解消支援地域協議会部会 美濃部 

 重介護・医療ケア検討事務局会議 広島視察研修振り返り 市川 小里 

７月１日 職場説明会事前説明会  

２日 JIL 関西ブロックヤング委員会企画会議 谷口 

３日～５日 職場体験  

活動報告 
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３日 事務局運営会議B  

４日 JIL 教育プロジェクト スカイプ会議  

５日 えがお研修 小里 

６日 生活塾入塾式 えがお 美濃部  谷口 小里 

 お手伝いシール普及研修会 講演 頼尊 

7 日 職場説明会  

8 日～9 日 職場体験  

8 日 当事者事務局会議in 長浜市役所 美濃部 

9 日 ひだまり重訪研修  

10 日 虐待防止会議in 長浜市役所 美濃部 

 障大連 対府交渉に向けた総決起集会 頼尊 

11 日 滋賀県障害者施策推進協議会 谷口 

 だんない生誕祭  

12 日 だんない企画会議  

 中田会議  

13 日  サッカー練習ｉｎ高月体育館  

14 日 ボッチャ大会in 高月体育館  

15 日 彦根ＩＬＰ  

 障害の社会モデル研修（南部会場）  県庁新館7 階  

16 日 ひだまり重訪研修  

16 日～17 日 大阪オールラウンド交渉 頼尊 

１８日 湖北圏域障害福祉事業 若手職員向け２１連続講座 谷口 

 彦根ＩＬＰ ＬＩＮＥ会議  

２１日 だんないＢＢＱ  

２２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会ｉｎ長浜市役所 美濃部 

２３日   だんない重訪研修  

２４日 重介護・医療ケア検討事務局会議（防災）in えがお 市川 

 第４回 だんない祭り実行委員会会議  

 ポジティブキャンプ説明会  

２５～２６日 だんない重訪研修  

２７日 生活塾 えがお  

 三重やまゆり集会 頼尊 

28 日 障害の社会モデル研修（北部会場）ｉｎ滋賀県立男女共同參画センター  

29 日 千田サロン  

 えがおピアカン  

30 日 だんない学習会  

8 月１日 社協講演ｉｎ平和堂  

２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 全体会  

３日 生活塾 えがお  

４日 彦根ＩＬＰ  

５日 当事者事務局会議in 長浜市役所 美濃部  

 長浜花火大会ＩＬＰ  

６日 中田会議  
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７日 事務局運営会議 in 長浜市役所 美濃部 

８日 社協講演in 長浜楽市  

９日 だんないちょこっと祭り  

１０日 ピープルＢＢＱｉｎグリーンパーク山東  

 障害学九州部会 頼尊 

１１日 生活塾 えがお  

 千田納涼祭  

１２日 だんない企画会議  

 夏カレーパーティー＆オープン実行委員会 頼尊 

１６日 彦根ＩＬＰ  

１７日 バクバクの会 総会  

１８日 サッカー練習ｉｎ高月  

２０日 第５回 だんない祭り実行委員会会議  

２２日 重介護・医療ケア検討事務局会議 美濃部 

 湖北圏域障害福祉事業 若手職員向け２１連続講座 谷口 

２３日 ワーカー部会 美濃部 

 職場説明会ｉｎ長浜市民交流センター  

２４～２５日 第１９回 障害児を普通学校へ・全国連絡会 全国交流集会 頼尊 

 生活塾 えがお  

２６日 千田サロン  

 障大連 連続研修会④in 天王寺区民センター  

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会ｉｎ長浜市役所 美濃部 

２７～２８日 だんない学習会  

２７日 重介護・医療ケア検討事務局会議（防災）  

28 日 虐待防止会議in 長浜市役所 美濃部 

２９日 重介護部会ｉｎタウンホーム 美濃部 

３１日 障害連 シンポジウム パネリスト 頼尊 

９月１日 生活塾 えがお  

3 日 第６回 だんない祭り実行委員会会議  

３日 中田会議 頼尊 

４日 事務局会議 in 長浜市役所 美濃部 

６日 ヤング委員会会議 谷口 

 障害学会 頼尊 

７日 タウンピアカン 小里 

８日 介護と福祉就職説明会in ビバシティ彦根 美濃部 谷口 小里 

９日 当事者事務局会議in 長浜市役所 美濃部 

１０日 仏教社会福祉学会 頼尊 

     第7 回 だんない祭り実行委員会会議  

１１日 虐待防止会議in 長浜市役所 美濃部 

１３日 生誕祭  

 企画会議  

１４日 生活塾 美濃部 谷口 小里 

１５日 だんない祭り  
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１７日 だんない学習会  

１８日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会ｉｎ長浜市役所 美濃部 

 ポジキャン実行委員会 頼尊 

２１日 生活塾 美濃部 谷口  小里 

２４日 豊中条例講演 頼尊 

２５日 長浜小学校講演 美濃部 小里 

２６日 重介護・医療ケア検討事務局会議（防災） 小里 

 えがお介護技術研修会  

２７日 えがおピアカン 美濃部 谷口 小里 

２８日 サッカー大阪大会  

３０日 中田会議 頼尊   

１０月１日 条例完全施行イベント in 大津 美濃部 

２日 事務局会議in 長浜市役所 美濃部 

 ４日 米原ネット in 米原市役所山東庁舎 美濃部 

 ４日 長浜座布団会議  

５日 なんばおにごっこ 6 in 大阪道頓堀 頼尊 

５日 生活塾in えがお 美濃部 谷口 小里 

６日 サッカー練習  

７日 当事者サポーター推進事務局会議in 長浜市役所 美濃部 

８日 居宅介護事業所との懇談会in 湖北福祉ステーション 美濃部 

９日 虐待防止会議in 長浜市役所 美濃部 

１０日 アクセス集会in 神戸 谷口 

１０日～１１日 全国重症心身障害日中活動支援協議会In 札幌 頼尊 

１１日 企画会議  

１３日 第１回バクバクの会実行委員会in 箕面      頼尊 

１４日 子ども会芋掘り＆木之本民生委員研修in だんない  

１５日 ボッチャ体験人権擁護委員会  

１５日 長浜活動in 湖北福祉ステーション 美濃部 

１６日 事務局運営会議in 長浜市役所 美濃部 

１７日 第８回 だんない祭り実行委員会 美濃部 谷口 小里 

１９日 生活塾in えがお 美濃部 谷口 小里 

２０日 第３８回つまがりまつり in 茨木市  頼尊 

２０日 サッカー練習  

２２日 彦根ＩＬＰ 小里 

２４日 小谷小学校講演 美濃部 小里 

２６日 第３回サラダパンカップ in 湖北体育館  

２６日 研究会インクルーシブル教育実現のための道筋を探る in 大阪 頼尊 

２８日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会ｉｎ長浜市役所 美濃部 

２８日 千田サロン  

３０日 えがおピアカン 美濃部 谷口 小里 

３０日 中田裁判 頼尊 

・参加者の欄が空白のところは、当事者職員がほぼ参加（欠席者が 1 人あるいは 2 人）していたことを表しています。 
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ヨリの雑記帳（３９） 
 今回の執筆もギリギリになってしまった。最近は、だんないの新館と本館を行ったり来たり、ウロウロする生活が続いている。やら

ねばならないことがそれなりにあり、毎日それをこなそうとバタバタする。このような日々を暮らしている。そのような中で、「自立」

とか、「共生」とかいう言葉について考えている。 
 特に、「自立」と「共生」は、障害福祉の世界では趣（おもむ）きの異なる言葉として考えられてきた。英語訳をするとよくわかる。

前者は インディペンデント（independent）であり、後者はインクルージョン（inclusion）である。もちろん、この2つの言葉に対す

る受けとめ方は様々であり、一概に「指し示している内容がまったく異なる」と言ってしまうことは避けるべきではある。しかしなが

ら、前者は、「どんなに障害が重くても、介助者を使いながら地域社会で自立する」という表現があるのに対し、後者は、「地域社会で、

健常者と障害者が共に生きる」という表現がされている。このことからわかるように、2つの言葉は異なったニュアンスを持っている。 
 だんないでは、最近になって障害者の自立生活より充実したものにしようとする活動に関わる行事を「CIL 的側面」として、地域社

会と共に生きようとする活動に関わる行事を「NPO的側面」と分けて考える機会が増えてきた。もちろん、このような分け方は「NPO
法人 CIL だんない」という１つの法人の事業計画や予算を考えていく中では非常に重要な側面を持っている。ある意味で、法人を運営

していく上で重要な分け方であると言える。 
 ただそれだけではない。もちろんCIL的側面は自立（インディペンデント）、NPO的側面は共生（インクルージョン）と言う意味を

暗に指し示している。つまり、重度障害者であっても地域社会で自立できる環境を整えるという CIL 的側面の活動と木之本・千田とい

う地域であらゆる人々が共生していくことができる社会を目指すというNPO的側面の活動のバランスが問われているのである。 
 そのようなバランスの中心にあるものは何だろう。つまり、それは自立と共生という異なった意味を持ちうる 2 つの言葉をつなぐ役

割をするものが中心にあるからこそ、バランスが保たれるのではないか。その中心にあるものこそ、「障害当事者自身が活動する」とい

うことであると考えている。もちろん障害当事者が関わっていればそれだけで自立と共生の関係をつなぐもの、つまりバランスの中心

点としての役割を果たすことができるのかといえばそうではないだろう。むしろ、この中心点という問題は、障害当事者が自立（イン

ディペンデント）している、あるいはしようとしているかどうかという意識があるかどうかということが一つのリトマス紙となるだろ

う。むしろ、このリトマス紙さえ持てば、中心点は障害当事者であることが必須条件とはならないのである。 
 逆に共生関係からこの中心点を眺めると、いくら共生といっても個々の人々が個人の人権が守られない環境であれば共生社会（イン

クルージョン）とは言えないだろう。つまり、社会の人々の人権が尊重されること、独立した（インディペンデント）人間であるとい

う自覚を持っているかどうかということがか重要になってくるのである。その自覚こそが、自立と共生との関係をつなぐ中心点となる

のである。 
 ではCIL だんないの場合、CIL 的側面とNPO 的側面とをつなぐ中心点とは何かという問題になってくるだろう。もちろん、それは

自立と共生との関係の中心点を探り当てようとする人々が集おうとしているところに、その点が存在すると言える。ただそれでは、い

ささか中心点が不明瞭になるので、ここではあえて当事者の動きを考えていきたい。自立と共生をつなぐ中心点としての障害当事者で

はどういう役割なのだろうか。私はそれを障害当事者が自立と共生を目指して運動することにあると考えたい。つまり、この中心点は

ただただ考えているだけで明確になることではないだろう。時々、その意味が不明瞭になったり、関係性が見えにくくなったりする。

また、自分自身の尊厳が脅かされそうになったり、あるいは他人の尊厳を脅かしてしまったりする。そのような関係性の中で、決して

中心点は定まったものとはならない。行ったり来たりするものである。そのような不確かな中心点を探り当てようとすることが障害者

運動の本質なのではないだろうか。CIL だんないの場合、そのような不確かな中心点を探り当てようとする運動を常にやっているよう

に思える。そのことがCILだんないの活動為義であると言える。 
 まだまだ不明確なことは不明確なままであるし、何かこの文章ではっきりしたものが言えたわけではないが、ともすると消えていき

そうな中心点であるからこそ、その点を見つめていく必要があるし、深く考えていく必要がある。そこにこそ、自立と共生との関係を

見つめていく醍醐味があると私は考えるのである。                              
（よりたか つねのぶ） 
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